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研究成果の概要（和文）：本研究では、統合失調症患者を対象として、①労働状態の予測因子を解明し、それら
を用いて②労働状態の予測を実践、さらに、③労働状態の予測に有効な高次認知機能の指標を検討することを目
的とした。①・②について、ロジスティック回帰分析の結果、「認知機能の状態」、「精神症状」及び「社会機
能」が有効な予測因子であることが判った。予測の精度は、一部の患者においてはそれほど高くなく、社会的あ
るいは個人的な要因の影響を受けると推察された。③について、特異値分解法による分析の結果、意味記憶機能
の構造化の評価に有用な指標（コサイン値）が得られ、労働状態の予測に組み込める可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purposes of the study were to investigate factors to predict work 
outcome and to examine the accuracy of the perdition in patients with schizophrenia. The method to 
evaluate higher-order cognition was also studied to explore the effective variable(s) in the 
prediction. Logistic regression analysis showed that cognitive decline, psychiatric symptoms, and 
social function were significant variables to predict work status (work hours per week) in patients 
with schizophrenia. Overall, estimation was accurate yielding 70-80% accuracy. Singular value 
decomposition (SVD) analysis was applied to category fluency data to explore effective variable(s) 
of higher-order cognition to be used in predicting work outcome. The SVD analysis suggested that 
cosine value was the useful variable, revealing irregularity of the semantic memory organization in 
patients with schizophrenia.

研究分野： 認知心理学、臨床心理学
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  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
社会的意義：本邦での精神疾患患者の就労状況は、欧米に比べ良好とはいえない。本研究は、精神疾患患者の労
働状態について客観的データを提供することにより、研究面から当事者・雇用者の支援に寄与する。
学術的意義：本研究では、統合失調症患者の高次認知機能評価指標を得るために、テキストマイニング手法（特
異値分解法）を試みた。従来、主として人文科学で利用されてきた同手法の精神医学分野への応用は、文理融合
型研究を推進するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 
 
①精神疾患患者における機能的転帰とは、社会生活における予後、すなわち自立した生活（身
辺・金銭・住居の管理など）から、就労・社交・娯楽の充実にわたる広汎な活動を指す。MATRICS 
Consensus Cognitive Battery（MCCB）や The Brief Assessment of Cognition in Schizophrenia （BACS）
などの統合失調症患者を対象とする認知
機能評価バッテリーの開発により、認知機
能の客観的な評価が可能になると、今まで
独立な機能と見されていた認知機能と機
能的転帰（日常生活技能や社会機能）が一
つの連続体として捉えられるようになっ
た(Green, 1996; 住吉チカ, 2011) (Figure 1)。 
 
②機能的転帰の中でも、特に労働（賃金雇用、家事労働・学業も含む）の回復は、医療費の軽
減、患者の症状緩和、及び自己評価を高める上で重要である。しかし、労働状態の予測因子に
ついて、精神症状以外は今まで明らかにされてこなかった。 
 
③先行研究の多くは予測因子の報告に終わっており、予測式の導出、予測の実践、及び予測の
精度について検討していない。 
 
④MCCB や BACS など標準的バッテリーは、知覚・注意・作業記憶など比較的低次の認知機能
の評価が中心であり、高次認知機能を評価する課題を含んでいない。特に、意味記憶の構造化
のような高次認知機能は、生活の質（Quality of Life, QOL）と関連するにも関わらず(Sumiyoshi 
et al., 2006)、統合失調症患者の認知機能評価対象からは外されてきた。そのため、意味記憶の
構造化と機能的転帰が直接関連するのかについて、ほとんど検討されてこなかった。 
 
２．研究の目的（〇番号は「研究開始当初の背景」と対応） 
 
①労働状態の予測因子の解明 
機能的転帰の連続性からすると（Figure1）、認知機能、生活技能、及び社会機能も予測因子と
考えられる。本研究では、これらの機能が有効な予測因子かについて明らかにする。 
 
②労働状態の予測の実践 
①で明らかにした有効な予測因子を用いて労働状態（患者が実際にどれだけ働けるのか）につ
いて予測を行う。また予測精度についても検討する。 
 
③高次認知機能の評価法の検討 
上記のように、標準的な認知機能検査バッテリーには高次認知機能評価課題が含まれていない。
そこで本研究では、認知機能検査バッテリーに含まれる既存の課題を利用し、高次認知機能、
特に意味記憶の構造化の評価法を確立する。そして労働状態の予測に組み込める指標について
検討する。 
 
３．研究の方法 
 
①労働状態の予測因子の解明 
「認知機能の状態」、「精神症状」、「日常生活技能」、及び「社会機能」を独立変数、労働状態を
従属変数として、ロジスティック回帰分析を行った。労働状態は、0 時間、10 時間、20 時間、
30 時間/週の基準を設け、基準以上・未満で二値化した。 
 
②労働状態の予測 
ロジスティック回帰分
析で有効な変数を用い
て、労働状態の予測式を
導出した。これを用いて、
有効な予測因子を用い
て、各患者が基準値以上
働ける確率について推
定した（Figure 2）。予測
精度について詳しく調
べるために、推定確率が
50％以上で、各基準値以
上働けると推定される
患者と、50％未満だが基準値以上

Figure 1 機能的転帰の連続性 
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Figure ２ 予測の手順 



働けている患者の存在率について調べた。 
 
③高次認知機能の評価法 
意味記憶構造化解析に用いる素データとしてカテゴリ流暢性課題を利用（１分間に特定カテゴ
リの単語を挙げる）した。意味記憶の構造化評価の指標を得るために、テキストマイニング手
法の一つである、特異値分解法
（Singular Decomposition analysis, 
SVD）を行った(Sung et al., 2012)。
この解析により得られるコサイ
ン値（アイテム間の類似度）を、
構造化について定量的な指標と
した（Figure 3）。指標の有効性を
確認するために、アイテム間のコ
サインプロファイルを作成し、健
常者群と統合失調症患者群間で比較した。 
 
４．研究成果 
 
①労働状態の予測因子 
 
0・10・20・30 時間/週いずれの条件で
も、社会機能・知能低下・精神症状の
すべて、あるいはいずれかが有効な予
測因子であることが判った（Table 1）。
この結果は、精神症状の緩和だけでは
なく、認知機能の回復、及び認知機能
が基盤となる社会機能の改善が、労働
状態の改善に重要であることを示唆
するものである(Sumiyoshi et al., 2018)。 
 
②労働状態の予測の実践 
 
予測の実践：予測に有効な変数を用いて、ロ
ジスティック回帰分析から得られた対数オ
ッズ予測式に基づき、患者毎に 0・10・20・
30 時間/週以上働ける確率について求めた
（Figure 4）。 
 
予測の精度についての検討：予測の精度は総
じて良好であるが（平均 70％程度）、長時間
の基準ほど予測は正確であった。推定値
50％以上で、各基準値以上働けると推定
される患者と、50％未満だが基準値以上
働けている患者の存在率を Figure 5 に示
す。前者の患者の存在率は、低い基準値
で高かった（Figure 5 赤）。この結果は、
短時間なら「働ける」のに、その一歩が
踏み出せない患者が多いこと示唆して
いる。 
 この理由として、外的な要因と内的
な要因が考えられた。外的要因として、
社会・福祉的な支援、あるいは患者に対
する偏見、内的要因としては、メタ認知能
力、及びセルフスティグマなどが挙げられる。さ
らに両要因によるものとして、セルフスティグマ
が考えられる（Figure 6）。今後、機能度が高い患
者について、周囲の理解や行政支援、自己効力感
を高める援助などが重要であると推察された。 
 
  

Table1 ロジスティック回帰分析結果 

Figure 4 予測確率のプロット図（20 時間/週基準の例） 

Figure 5 患者存在率 
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Figure 6 予測精度に影響する要因 

Figure 3 解析の模式的表現 



③高次認知機能の評価法 
 
SVD 解析の結果、6 次元解を採用した、構造化について、最も頻度が高い 6 アイテムと、他ア
イテム間のコサイン値のプロファイルを描くことにより比較した。健常者は、高頻度の 6 アイ
テムにおいて、他アイテム間とのコサイン（類似度）プロファイルがほぼ等しいペアが見られ
た。ペア間の凝集度が高く、ペット、草食、肉食などの下位カテゴリにより構造化されている
と推察された。一方患者については、このようなペア毎のコサインプロファイルは健常者ほど
明確ではなく、下位カテゴリに基づく構造は弱いと推察された（Figure 7）。これら結果は、SVD
のようなテキストマイニングが統合失調症患者の高次認知機能の評価法として有効なこと、及
びそれにより得られる定量的指標（コサイン値）が、高次認知機能の指標として有用なことを
示唆する(Sumiyoshi et al., 2018)。 
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